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研究成果の概要（和文）：本研究では、東南アジア地場企業のイノベーション能力形成をモデル化し、アンケート調査
から構築された企業データを用い、企業のイノベーション能力とイノベーションとの間の相関関係、企業の外部技術ソ
ース（技術移転経路）とイノベーションとの間の相関関係を分析した。実証分析では、（１）イノベーション能力の計
測、（２）企業外部の技術ソース、特に技術移転経路としての企業間リンケージの特定、（３）取引先企業との技術者
交流を通じた技術移転とその空間的特徴、（４）企業間リンケージの形成要因、（５）企業間リンケージの特徴、に焦
点をあてた。

研究成果の概要（英文）：The research developed models that explain the building of innovation capacity 
for local firms in ASEAN, and examined empirically the models by applying statistical methods. The 
research team utilized unique firm-level data sets constructed from questionnaire surveys of firms in 
ASEAN. Empirical studies show positive correlations between innovation capability and innovation 
performance, between external sources of technologies and innovation capability, and between external 
sources of technologies and innovation performance. Empirical studies focused on (1) measuring innovation 
capability, (2) identifying linkages that are channels of technology transfer, (3) technology transfer 
through interactions among buyers' and suppliers' engineers, and its spatial characteristics, (4) factors 
establishing interactive buyer-supplier relationships, and (5) characteristics of buyer-supplier 
linkages.
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１．研究開始当初の背景 
東南アジア諸国は積極的なインフラ整備

と投資優遇策により、労働集約的産業を誘致
することで、産業基盤の形成に成功し、中所
得国へと発展した。しかし、中国の台頭と南
アジアの豊富な労働力との競争に直面し、直
接投資主導型の産業開発モデルの限界も明
らかになりつつある。現在、イノベーション
を原動力とする新しい産業開発モデルが提
唱され始め、政策当局の注目を集めると同時
に、学術的にも途上国のイノベーション論に
新しい方向性を与えるものとされている。 
イノベーションに必要とされる企業能力

には諸説あるが、Cohen & Levinthal (1990)
が提唱した「知識吸収力」（Absorptive 
Capacity）が有力な概念のひとつである。彼
らは知識吸収力を「イノベーションに必要と
される情報の価値を評価し、社内に取り入れ、
商用化する能力」と定義した。Zahra & George 
(2002)は、Cohen & Levinthal (1990)の知識
吸収力の概念を、企業外部の知識の獲得・吸
収 に 関 わ る 「 潜 在 的 知 識 吸 収 能 力 」
（Potential Absorptive Capacity）と、転
換・探求に関わる「実現された知識吸収能力」
（Realized Absorptive Capacity）とに分類
し、企業が外部知識を獲得し、イノベーショ
ンを達成するまでの概念モデルを提唱した。 
こうした理論構築と同時に、欧米では、大

規模官庁統計を利用したイノベーション発
生メカニズムに関する実証研究が盛んであ
る（例えば Fosfuri & Tribó, 2008）。しかし、
東南アジアでは、科学技術関連統計が必ずし
も整備されていないため、企業のイノベーシ
ョン活動の実態、すなわち①企業はどの程度
のイノベーション能力を持っているのか、②
どのような外部リソースからイノベーショ
ンに必要な技術・情報をどのように獲得し、
その能力を高めているのか、③どのような種
類のイノベーションを達成しているのか、と
いった基礎的な状況ですら必ずしも明らか
になっていない。 
また、欧米の先行研究では、研究開発（R&D）

関連投資や人材を知識吸収力の指標として
いる場合が多い。しかし Muscio (2007)が指
摘するように、R&D は先進国の中小企業にお
いてもフォーマルに実施されているとは限
らない。そのため、開発途上国の地場企業の
分析に、知識吸収力の指標として R&D 関連指
標を用いることは必ずしも適切とは言えな
い。さらに、多国籍企業は、研究開発体制は
本国を中心に構築し、東南アジアを生産拠点
として位置づけており、東南アジアの拠点は
本国の R&D の成果に依存している。したがっ
て、東南アジア諸国の企業レベルのイノベー
ション関連活動の解明には、多国籍企業の人
材・技術面でのグローバルなネットワーク展
開を視野に入れ、そのネットワークに地場企
業がどうアクセスし、どのように必要な情報
や技術を獲得しているかに着目する必要が
ある。 

こうした東南アジア企業のイノベーショ
ン活動や研究をめぐる状況が、本研究に着手
した背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、経済発展が著しい東南ア

ジアで、地場企業が如何にイノベーションを
創出しているのかを実証的に明らかにする
ことである。技術力が低い地場企業が、多国
籍企業や大学といった社外の技術情報源と
結びつき、自社内のイノベーション能力を形
成し高める過程や、そうして獲得されたイノ
ベーション能力がイノベーション発生確率
にどう影響しているかをモデル化し、計量分
析により検証することを本研究は目指した。 
 
３．研究の方法 
東南アジアにおいては、科学技術関連統計

が未整備であるため、東南アジア製造企業に
対するアンケート調査から構築したデータ
を実証分析に用いた。アンケート調査から官
庁統計のような大規模データの入手は難し
い。一方で、経営管理手法や取引企業との協
力関係といった官庁統計にはない詳細な情
報を、企業アンケート調査では入手できる。
本研究は、こうしたアンケート調査データの
メリットを活用して、企業がどの外部技術ソ
ースにどのようにアクセスし、イノベーショ
ン能力を構築しているかを明らかにするこ
とを試みた。さらに、本研究の成果のサービ
ス産業研究への応用可能性を探るため、タイ
の輸送関連企業によるイノベーションの実
態把握を試みた。 
データ分析と同時に、企業ヒアリングを行

い、得られた情報を仮説の設定や改善、分析
結果の解釈に役立てた。 
 

４．研究成果 
本研究では、企業のイノベーション能力と

イノベーションとの間の相関関係、企業の外
部技術ソース（技術移転経路）とイノベーシ
ョンとの間の相関関係を分析した。分析に際
しては、（１）イノベーション能力の計測、
（２）企業外部の技術ソース、特に技術移転
経路としての企業間リンケージの特定、（３）
取引先企業との技術者交流を通じた技術移
転とその空間的特徴、（４）企業間リンケー
ジの形成要因、（５）企業間リンケージの特
徴、に焦点をあてた。 
 
（１）企業のイノベーション能力 
アンケート回答企業のイノベーション能

力は、企業の R&D や品質管理活動にかかわる
指標を合成して計測した。合成方法としては、
活動の有無によるダミーの単純合計、多変量
解析、AHP（Analytic Hierarchy Process）
等を用いた。いずれの方法により計測された
指標を用いてもイノベーション成果指標、す
なわちプロセスイノベーション、プロダクト
イノベーション（新製品導入）との相関関係



が確認された。 
 

（２）外部技術ソース 
回答企業の外部技術ソースとしては、取引

先企業（バイヤー、サプライヤー）、業界団
体、公的研究機関、大学などがある。いずれ
の外部技術ソースもイノベーション能力、イ
ノベーション成果指標との相関が確認され
た。また、外部技術ソースがイノベーション
能力を高め、イノベーション成果へと結びつ
く経路（外部技術ソース→イノベーション能
力→イノベーション）の存在は SEM（構造方
程式モデル）により確認された。 
 

（３）企業間技術者交流・技術移転の空間構
造 
外部技術ソースのひとつである取引先企

業から回答企業に技術移転がなされたかは、
回答企業とその主要取引先企業間で技術者
による対面の交流、つまり人の移動の有無か
ら計測可能と推察した。データから、技術者
交流の有無とイノベーション成果との相関
関係が確認された。 
回答企業と主要取引先企業の所在国の組

み合わせから、国内および国際技術移転（技
術者交流）の有無と、それらのイノベーショ
ン成果に対する影響の違いも回帰分析から
確認された。 
回答企業と主要取引先企業との間の距離

データから、国内外の取引先と技術者交流が
行われ、国内取引先との技術者交流は、企業
間の距離に依存することが確認された。 
いわゆるチャイナ・プラス・ワンについて

は、ベトナムにおけるアンケート調査データ
から、技術者交流を通じた中国からベトナム
への知識移転が確認された。同様にタイ・プ
ラス・ワンに関しても、ラオスにおけるアン
ケート調査データから、技術者交流を通じた
タイからラオスへの知識移転が確認された。 
 

（４）リンケージ形成 
技術者交流を伴う企業間リンケージの形

成要因を明らかにするため、人的な側面と品
質管理能力に着目して分析を行った。 
人的な側面に着目した分析からは、①外資

勤務経験のある企業トップや工場長が、外資
からの技術移転の窓口になっていること、②
生産現場での現地人材活用が進んでいる企
業では、現地からの技術情報源にアクセスす
る傾向にあることが明らかになった。 
品質管理に着目した分析からは、①品質管

理やカイゼン活動の基礎となる５Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・しつけ）を行っている企
業が技術移転の受け手になっていること、②
ＱＣサークルといった小集団活動の成果を
全社的に展開している企業は技術移転の担
い手になっていることが確認された。 
 

（５）企業間リンケージの特徴 
業種間等で違いはあるが、①ISO 標準の取

得を要求するバイヤーを持つ企業は、サプラ
イヤーに対してISO標準の取得を要求する傾
向（ISO の連鎖）があること、②バイヤーか
ら派遣された技術者により技術指導を受け
ている企業は、サプライヤーに対して技術者
を派遣して技術指導を行っている傾向（技術
移転の連鎖）があること、等がデータから確
認された。 
 

（６）政策含意 
東南アジア地場企業は、イノベーション能

力が低く、社内リソースも限られていること
から、外部リソースも活用してイノベーショ
ン能力を高め、イノベーションを実現してい
く必要がある。貿易・投資の自由化、インフ
ラ整備、輸送・貿易の円滑化措置などを通じ
て、政府は地場企業のリンケージ参入機会を
増やすことができる。 
外部リソースへのアクセス確保のため、地

場企業は、企業間連携が活発なリンケージに
入っていく必要がある。そのためには、潜在
的な連携相手となる企業との窓口に成り得
る人材を確保し、品質管理の基盤づくりを行
うことが求められる。 
日本的品質管理手法には企業の学習能力、

指導能力を高める効果が期待されることか
ら、政府は業界団体や公的機関、教育機関、
外資系企業や援助機関との協力等を通じて、
人材養成や品質管理手法の普及を進めるこ
とができる。 
技術移転には技術者の移動が伴うため、専

門家の移動の円滑化が技術移転の促進に不
可欠である。特に工業化初期や新産業育成期
には、外資企業による国際技術移転に依存せ
ざるをえないため、国際空港の整備や空路網
の拡張、外国人技術者に対するビザや就労許
可証の発給の円滑化等が求められる。国内企
業間での技術移転が活発になってくれば、産
業集積に伴う混雑緩和のためのインフラ整
備も必要になるだろう。 
 

（７）今後の研究課題 
イノベーションという複雑な現象をクロ

スセクションデータにより分析したため、因
果関係の統計分析は困難であった。アンケー
ト調査でイノベーションに関する詳細な質
問を行ったため、回答企業に偏りがある可能
性も否定できない。 
イノベーション能力の計測のために複数

の手法を用いたが、計測手法とアンケート調
査票の改善は改題として残った。今後、計測
手法間の比較から着手する必要がある。 
リンケージ形成に関する分析から、５Ｓや

カイゼンの従業員への意識付けが重要であ
ることが明らかになった。５Ｓやカイゼンと
いった日本的品質管理方式の導入に向けた
地場企業による取り組みや、日本的な手法以
外のアプローチの可能性に関して、より詳細
な研究が今後求められる。 
企業間リンケージの特徴に関しては、本研



究ではデータの観察に留まっている。グロー
バルバリューチェーンの理論等をベースに、
そうした特徴が生じる要因やイノベーショ
ンに及ぼす影響のメカニズムについて今後、
研究を深めていく必要がある。 
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